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化測定を行なった｡ (Fig･1) この結果, 1100℃72
hrs･と950℃72hrs･とでは,全測定磁場範囲で磁化の値
が一致 した｡この測定後,4500C15日間の熱処理をした
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N)の温度,濃度に対する振舞いから,(Fig･ Fig･4(Nio･40Cuo･597Feo･003)
3)この付近の磁性を統一的に考えるには,濃度の空間的なゆらぎがあると結論した｡そ
のために試料は,フェロ的,スーパーパラ的,パラ的な様相を示す三つの部分からなり,
これらは,温度濃度により割合を変えると推論した｡またNi-Cu合金に57Feを
した試料の M6ssbauerスペクトルの測定から,種々の仮定をした上で内部磁場分布を解
析 した結果,パラとフ干ロの部分からなる磁場分布であることがわかり,今の結論を支
持するものであった｡ (Fig･4)
§結 論
(l 1100℃ 72hrs･950oC72hrs･の熱処理は磁化測定には,同じ効果を与える｡
亘)450oC15日間の熱処理後の磁化測定から,Ni-Cu合金は,析出の傾向にある｡
(31 種々の解析から,臨界濃度付近の磁性はM-(Mo)+xH+mNL で表わされ,メ
●●●
ラメーターの考察から,濃度の空間的なゆらぎがある｡
§今後の方向
濃度のゆらぎという観点から,電頗観察をすることあるいは,スピノーダル分解 との
関連から,Ni-Cu合金に Siを入れて磁化測定をすること,およびN･M･R･の実験
を考えている｡
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